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研究成果の概要（和文）：　5年間に国内で8回、海外で4回の研究集会を開催し、のべ70名以上の研究報告によ
る多数、かつ多面的な議論の場を設けることができた。報告者のうち3分の1程度は40歳以下の若手研究者で、各
世代が交流する場でもあった。また研究成果の社会への還元を目指して、初学者から専門研究者まで利用できる
日本仏教の概説書（各章の英文要旨を含む）作成に着手し、大久保良峻編著『日本仏教の展開』を春秋社から刊
行することができた。

研究成果の概要（英文）： In order to achieve our stated goals of promoting interdisciplinary 
scholarship and fostering ties between different generations of scholars, over the last five years 
we have held eight workshops in Japan and four workshops in oversea countries. We have invited over 
70 speakers from relevant disciplines, one third of whom were at the age of 40 or younger. Moreover,
 we have published a survey of Japanese Buddhism, Nihon bukkyo no tenkai (Ed. Okubo Ryoshun. 
Shunjusha Publishing Company). The book contains extensive summaries for each chapter in English and
 caters to a wide audience, ranging from the interested public to specialized researchers. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
仏教学、歴史学、思想史学、考古学、文学、

宗教学、倫理学、美術史学、建築学、音楽な
ど、日本仏教を対象に研究する領域は多方面
にわたるが、それぞれの分野において研究の
細分化が進み、諸領域から全体を見回すこと
はますます困難になっている。 
たとえば仏教学においては、問題意識の固

定化が顕著であり、各宗派の内部で完結する
「独自性」が強調され、他の領域の研究者に
は理解が困難な場合も少なくない。また歴史
学においては、研究対象とする時代とテーマ
が限定され、個別具体化の進行が著しい。 
研究代表者の大久保は、こうした学界全体

がかかえる問題を深く憂慮して、1992 年に
末木文美士・松尾剛次・佐藤弘夫・林淳らと
「日本仏教研究会」を結成した。10 年間にわ
たり毎年学術大会を開催し、シリーズ『日本
の仏教』を合計 10 冊刊行するなど、新たな
人材を発掘し、また閉塞した研究史の打破を
目指してきた。 

2001 年に同研究会が解散した後も、前述
の問題点はなお解決されていないと考え、新
たに「日本仏教綜合研究学会」を組織し、そ
の中心となって仏教思想研究の新たな展開
に挑戦してきた（2008～2011 年度は会長、
その前後は理事）。年に一度の大会開催と、
その成果を含む会誌刊行を毎年積み重ねる
ことで、より学際的な議論の場を用意したの
である。また、海外の研究者の協力を得て、
主に海外で刊行された日本仏教研究書の書
評を毎年 2、3 本ずつ会誌に掲載し、国際的
な仏教思想研究の共有化を目指してきた。そ
の成果は、『日本仏教綜合研究』創刊号（2003
年）～15 号（2017 年）に結実している。 
日本仏教綜合研究学会が 10 周年を迎えた

のを契機として、そこで培った経験を活かし、
研究活動をさらに拡充することを目指し、学
会活動に中心的に関わってきたメンバーに
声をかけ、新たな研究組織を構成した。日本
仏教を、思想史的な観点に重点を置いて学際
的かつ総合的に進めるため、仏教学と歴史学
に関係するメンバーを中心に、「多分野の複
合」「国際的研究」という二つに重点を置く
共同研究を企画したのが、本研究である。 
なお、2011 年 12 月 11 日には本研究組織

の研究分担者を中心に、「日本仏教の綜合研
究とは何か―新たな視角を求めて―」と題す
るシンポジウムを日本仏教綜合研究学会に
おいて実施している（於関西大学）。本研究
は開始時点において、すでに一定の活動を踏
まえて始まった。 
 
２．研究の目的 
 
 古代から近代までの日本仏教思想につい
て、個別の時代や主題を取り上げて、研究集
会やシンポジウムを開催したり、その成果を
日本語と英語との刊行物にまとめることな

どは、既に様々な組織により行われている。
本研究も国際シンポジウムの実施や、和文・
欧文の出版物の発刊など、同様の目標を立て
ているが、本研究が既存の諸研究と本質的に
異なっているのは以下の 4 点である。 
(1)古代から近現代までの日本仏教史の全体
像を見据えた上で研究を進める 
本研究は、新たな日本仏教史の構築を目指

した、これまでにない日本文化史あるいは日
本文明史を再構築する試みであるともいっ
てよい。そのため時代と研究テーマを限定せ
ず、研究期間の前半は「日本仏教における浄
と穢」「日本仏教のおける生と死」など時代
横断的な研究テーマでの探求を進め、後半の
期間はその総合化に全力をそそぎ、新たな仏
教史像を提示する。 
(2)さまざまな分野の研究者が共同研究を行
い、それを総合的な仏教史像として示す 
既述のように、本研究組織構成員は、日本

仏教綜合研究において、既に 10 年以上議論
を行い、2011 年 12 月実施したシンポジウム
のごとく、共同研究の基盤は成熟している。
本研究では、日本仏教学と日本史学の研究者
をはじめ国文学・美術史など隣接諸分野研究
者を招聘するとともに、他分野の研究者をも
含めた報告書の検討会を実施する。そして、
各分野の研究者を結集した新たな研究組織
作りを達成する。 
(3)国際的な研究交流を実現し、有能な若手の
人材も発掘する 
本研究組織の構成員は各々が海外の研究

者や研究機関に接点を持ち、それを組織化す
ることで、新たな研究の広がりが獲得される
ものと考える。従来の国際交流は、日本人研
究者側の都合が優先されがちで、果たして海
外の研究者にとって、特に若手研究者にとっ
て有益であったか疑問である。本事業では、
国内外の研究者と交流し、共同研究の機会を
確保することに重点を置き、従来の活動とは
異なる成果を目指す。若手の人材発掘にも積
極的に取り組む。 
(4)日本仏教史の概説書を刊行する 
本研究の５年間の成果を反映し、日本の一

般読者を対象とする日本仏教史の概説を刊
行する。そこでは、これまでにない包括的か
つ斬新な通史叙述を目指す。さらに、外国人
研究者の協力を得た研究会活動や、（3）の国
際交流の成果を活かし、英文の概説書も作成
する。翻訳するさいには、文章構成のみなら
ず、論理構成もすべてあらため、欧米の日本
仏教史（日本仏教学）以外の研究者も十分理
解が可能な書籍に仕上げる。そのために、研
究分担者（日本側）に外国人研究者を加えた
プロジェクト・チームを結成する。 
 
 以上の活動を推し進めることによって、日
本仏教研究の全体像を明らかにする道が開
かれる。従来の研究は、各宗派の枠内や、各
時代の範囲内で完結する傾向が強かった。近
年は、そうした問題点を自覚した少数の研究



者によって、領域をまたいだ研究成果が現れ
つつある。本研究もそうした方向性を目指す
ものであるが、個人の努力にとどまらず、関
係する学会組織と連動するなど、集団化・組
織化した形で実施することにより、個別の活
動では不可能な総合的かつ体系的な成果を
生み出すことで、新たな段階の達成を目指す。 
 
３．研究の方法 
 
 まず、国内外における研究集会の開催によ
り、研究代表者と研究分担者を中心に、仏教
学と歴史学をはじめ様々な立場から議論を
行うことで、個別の領域にとらわれない日本
仏教思想史の把握を試みる。特に、近年大幅
な進歩が見られる大寺院の資料調査の成果
を、十分に吸収することを考える。この分野
は、大量の新資料の発掘をもとに新たな発見
も多く見られるが、主に文学関係の研究者の
手になるためか、個別の資料や分野に即した
分析にとどまり、成果が日本仏教史の中に正
しく位置づけられているとは言えない。各分
野の専門家が集い、総合的な立場からその課
題に取り組むことで、はじめて文献研究の新
領域を開くことが期待できる。 
さらに組織的な活動を基盤として、その内

容を世界に発信することで、特定の人脈に頼
りがちな現状では不十分となっている海外
の研究者との交流を、十全なものに高めてい
きたい。近現代の仏教研究では多少関心を持
たれつつあるものの、学界全体としては意識
されることの薄い「日本的」「現代的」な特
色について、ともすれば閉塞された国内の学
界を飛び出し、自由な発想のもとで対話を重
ねることで、明らかにしていく。 
 そうした目的を果たすために、主に三つの
活動を行う。第一に、研究代表者と分担者の
間で年３回のペースで研究会を開き、国内外
の研究状況を分析し、研究集会の報告者や書
評の対象を選定する。第二に、国内外で研究
集会を開催し、報告やパネルセッションを通
じて、本研究の目的である、研究の視点と成
果の共有を図る。またその際に、ベテランや
中堅の研究者だけでなく、若手研究者を積極
的に登用する。特に海外の若手研究者は、費
用や語学の問題などで多くの困難がある。本
研究の活動によりそれを軽減し、新世代の日
本仏教研究者を海外にも育成することを狙
う。第三に、最終年度はそれまでの活動を基
盤として、国際シンポジウムの開催と概説書
の刊行を行う。そして、広く成果を関連する
研究者、さらには国民に還元する。 
現在の関係する研究状況を考えるとき、仏

教思想の現代的な意義を再考し、あるいは日
本文化に日本仏教が与えた影響を明らかに
するためには、上記のような活動を集中的に
実施することが必要である。本研究によって、
そうした結果を得るための筋道が示される
と考えている。 
 

４．研究成果 
 
 毎年 3 回程度、研究代表者と研究分担者、
および研究協力者（の一部）が集まり、例会
を開催し、活動の方針や計画を相談した。そ
の結果にもとづき活動することで、以下のよ
うな成果を挙げることができた。 
（1）国内における研究集会の開催 
 研究代表者の所属先である早稲田大学（東
京）を会場として、平成 25～27 年度は 2 回
ずつ、28～29 年度は 1回ずつの研究集会を開
催した。報告者はのべ 37 名（うち 1 名は講
演）にのぼり、そのうち約 3 分の 1 は 40 歳
以下の若手、また外国籍研究者が半数近くを
占めた。異なる世代や国際的な交流の場を実
現したといえる。25～27 年度は各 1 回ずつ、
研究集会の際に見学会を併催し、各寺院の僧
侶の案内により寛永寺、増上寺、浅草寺を見
学した。所属する僧侶による詳しい解説に加
え、通常は許可されない箇所も特別に拝観を
許され、特に外国籍研究者や若手研究者に好
評であった。 
（2）海外における研究集会の開催 
 本研究の目的を達成するため、毎年 1回の
ペースで海外での研究集会を実施した。まず
平成 25 年度に準備のため、研究代表者ほか 1
名が渡米し、米国宗教学会（AAR）において
関連する外国籍研究者との意見交換等を行
い、協力を要請した。それ以前から構築して
きた研究者ネットワークをも活かし、平成 26
～29 年は年に 1回のペースで、海外での研究
集会を開催した（ハワイ大学、カリフォルニ
ア大学サンタバーバラ校、七塔禅寺、ナポリ
東洋大学）。合計 4 回の研究集会における報
告者は、のべ 37 名にのぼる。毎回必ず開催
地の著名な研究者に報告をお願いし、海外の
日本仏教研究の状況把握につとめた。また科
研メンバーからも 1～2 名が報告し、日本の
仏教研究をめぐる議論の場を設けた。 
 一方で中堅以上の研究者だけでなく、研究
代表者が所属する早稲田大学を中心に、研究
分担者が所属するそれ以外の大学の大学院
生なども参加した。特に平成 28 年度の研究
集会では、全発表者 16 名のうち若手研究者
が 13 名を占め、初めて国際学会で研究報告
の体験をする機会が得られた。 
（3）日本仏教の概説書の編集・刊行 
 研究成果の社会への還元を目指して、初学
者から専門研究者まで利用できる日本仏教
の概説書（各章の英文要旨を含む）作成に着
手し、研究代表者・分担者・協力者の 6名が
共同執筆した大久保良峻編『日本仏教の展
開』を春秋社から刊行することができた。 
 以上（1）～（3）の成果により、我々を含
む多くの研究者が、異分野や他国の研究に接
し、刺激をうけ、今後の研究について考える
機会を得た。また、概説書の編纂を通じ、多
様な関連分野の総合化を検討することがで
きた。これらを基盤とすることで、従来以上
に日本仏教の全体像や独自性を意識した研



究が進むこと、特に若い世代で活性化するこ
とを期待している。 
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European Association for Japanese  
Studies(EAJS),2017． 

⑥蓑輪 顕量，Acceptance of Mindfulness in  
Medieval Japan, focusing on the Hosso 
and Zen sects，International Symposium 
“Exploring Two Wings of Buddhism in the 
World（2）”，2017． 

⑦曽根原 理，松雲大師と徳川家康―仏教が 
結んだ善隣友好―，四溟大師国際学術大会， 
2017． 

⑧上島 享，神勧請儀礼の歴史的変遷―イン 
ド・中国・日本―，佛教史学会・アジアに 
おける仏教と神信仰研究会共催シンポジ 
ウム「日本とアジアの神仏の融合の諸相」 
（招待講演），2017． 

⑨大久保 良峻，六種振動と天台義，天台学 
会，2016． 

⑩大久保 良峻，台密と天台本覚思想，仏教 
文学会（招待講演），2016． 

⑪上島 享，神仏習合研究を問い直す，Inter 
national Symposium“Exploring Two Wings 
of Buddhism in the World（1）”，2016． 

⑫上島 享，古代・中世における論義法会の 
歴史的変遷とその意義―朝廷と南都・北嶺 
の論義法会―，龍谷大学アジア仏教文化研 
究センター主催シンポジウム「南都学・北 
嶺学の構築に向けて―論義と儀礼」（招待 
講演），2016． 

⑬菊地 大樹，鎌倉仏教の二つの方向―密教 
から考える―，智山勧学会談話会（招待講 
演），2016． 

⑭菊地 大樹，Revaluating Jikyosha as the  
mountain ascetics，国際法華経会議，2016． 

⑮大久保 良峻，台密の時間論，天台学会，
2015． 

⑯大久保 良峻，最澄から安然へ―初期日本 
天台の根本的展開―，大谷大学仏教学会
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⑰曽根原 理，The Lineage of the Sanno Deity， 
International Association History of  
Religious(IAHR) Quinquennial 21th World  
Congress，2015． 

⑱蓑輪 顕量，日本仏教における戒律を再考 
する，日本仏教綜合研究学会，2015． 
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の樹立と教学交渉，平成 26 年度密教研究 
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⑳大久保 良峻，最澄の名言，天台学会，2013 
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①大久保 良峻編，春秋社，日本仏教の展開 
―文献より読む史実と思想―，2018，384． 

②曽根原 理，岩田書院，徳川時代の異端的 
宗教―戸隠山別当乗因の挑戦と挫折―， 
2018，182． 

③大久保 良峻，法蔵館，最澄の思想と天台 
密教，2015，388． 

④蓑輪 顕量，春秋社，日本仏教史，2015， 
261． 

⑤大久保 良峻編著，法蔵館，天台学探尋， 
2014，342． 

⑥蓑輪 顕量編，吉川弘文館，事典 日本の仏 
教，2014，576． 
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